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宮崎国スポ剣道競技リハー
サル大会の開催

　日本のひなた宮崎国スポ剣道
競技リハーサル大会として、第76
回西日本各県対抗剣道大会が開
催されます。九州各県から成年男
子の国スポ候補選手らが一堂に
会し、白熱した闘いや高い技術が
見られる大会となっています。
　観戦は無料ですのでぜひご覧
ください。

日時　6月14日㈰　9時～
場所　高千穂町武道館
　教育委員会
　（国民スポーツ大会推進室）
　73ｰ1236

令和8年度山地災害防止キ
ャンペーン

　我が国の地形や気象条件は、山
地災害の起こりやすい特性をもっ
ており、近年では局所的な集中豪
雨が頻発する傾向が強まり、これ
までにない激甚な災害が発生しや
すい状況にあります。梅雨や台風
の季節を前に、山地災害のおそれ
がある危険な箇所がどこにあるの
かを知っておくことは、災害に備え
るに当たって大変重要です。
山地災害防止標語　「次世代に　
つながる防災　治山事業」
期間　5月20日㈬～6月30日㈫
　農林振興課
　73-1208

全国一斉「人権擁護委員の
日」について

　全国人権擁護委員会連合会で
は、6月1日を「人権擁護委員の日」
と定め、人権擁護委員制度の周知
を図るため、全国一斉の特設人権
相談所を開設します。
日時　6月1日㈪　9時～12時
場所　役場2階 子育て相談室
　このほかにも、法務局における
常設人権相談所や町の特設人権
相談所において相談をお受けして
おります。いずれも相談は無料で
秘密は守られますので、お気軽に
ご相談ください。
　総務課
　73-1200

毎年6月は土砂災害防止月
間です

　地球温暖化に伴う気候変動によ
り、熱帯低気圧の強度が増大する
とともに、大雨の頻度も増加する可
能性が高く、土砂災害の増加、激甚
化が懸念されています。 
　期間中は、土砂災害の防止と被
害の軽減を目的に、土砂災害に関
する防災知識の普及や警戒避難体
制の整備を促進するため、住民参
加を主とする諸行事・活動などを
全国で実施します。
　建設課　 73-1210
　総務課　 73-1200

【高千穂町防災マップ】
https://www.town-takachiho.
jp/material/files/group/2/zen
pe-ji.pdf

【高千穂町防災マップ（Web版）】

▲チラシ

五ヶ瀬川 みずからまもる　　
シンポジウム

　平成17年台風14号水害から20
年あまり、さらに激甚化する水害、
私たちが今できることは何かを一
緒に考えます。当日はテレビでお
なじみの気象予報士の野田俊一郎
さんの講演をはじめ、各防災機関
の展示や働く車が大集合し、楽し
く防災・減災を学べます。
日時　6月20日㈯　11時~16時
場所　カルチャープラザのべおか
　　　（延岡市本小路39番地1)
料金　無料
　シンポジウム実行委員会事務局
　（国土交通省延岡河川国道事務所内）
　0982-31-1191

第68回　水道週間

　水は生活になくてはならないも
のであり、水道は生活の基盤に欠
かせないものです。近年の大規模
災害を教訓として、その大切さを
忘れずに節水や環境保全への意識
を持つことが大切です。
期間　6月1日㈪～6月7日㈰
スローガン「たいせつな 水道守ろ
う 未来へと」
　上下水道課　 73-1209

ⓘ インフォメーション
　問合わせ先　　申込み先

￥

令和8年4月中の寄付金
　件数 168件
　金額 537万9000円
令和8年度合計
　件数 168件
　金額 537万9000円

令和8年4月中の       ※暫定値
事件（刑法犯）　件数　 2件
交通事故
　人身事故　　件数　 2件
　死　　者　　人数　 0人
　負 傷 者　　人数　 2人
　物損事故　　件数　 32件

応援
ありがとう
ございます
応援
ありがとう
ございます

令和8年5月1日現在
※カッコ内は先月との比較
世帯　　4,789戸 （ 21）
人口    10,393人 （　－6）
　　男 5,033人 （　　0）
　　女 5,360人 （ 　－6）
令和8年4月中の
 転入     80人     転出  71人  
　出生     2人     死亡  17人

5月の納期限
町県民　固定資産　軽自動車
国保　介護　後期高齢者
上（下）水道　簡易水道
下水道受益者負担金

　クマガイソ
ウを管理さ
れている興
梠幸男さん
の30㌶の山
には、クマガ
イソウだけで
なく希少な
野生動植物

がたくさんありました。7月にはキ
レンゲショウマが見頃をむかえる
そうなので、またお伺いさせてい
ただきます。
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